
平成２５年度第２回役員会議事録 

 

茨城県中小企業青年中央会 

 

１．開 催 日 時    平成２５年８月６日（火） 午後５時０５分～午後６時１０分 

２．開 催 場 所    茨城県水戸市桜川２丁目２番３５号 県産業会館２階「中会議室Ｂ」 

３．出 席 者    １９名 

・出席役員（１６名） 

会  長  齊 藤 佳 昭（茨城県塗装工業組合青年部） 

直前会長  高 橋 克 彰（茨城県コンクリート製品協同組合青年部会） 

副 会 長  荒 井 隆 一（茨城県板金工業青年部） 

副 会 長  呼 子 洋 伸（茨城県鉄筋業協同組合青年部会） 

副 会 長  多 田  郷（茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合青年部） 

副 会 長  笹目 信次郎（茨城研醸会） 

理  事  飯 泉 洋 一（茨城県電機商工組合青年部） 

理  事  本 田 浩 一（茨城県塗装工業組合青年部） 

理  事  皆 川 康 博（日製水戸工業協同組合青年部） 

理  事  梅 山 智 広（茨城県板金工業組合青年部会） 

理  事  斉 藤 哲 生（茨城県米菓青年会） 

理  事  長 島  孝（茨城県漬物工業協同組合青年部） 

理  事  武 井  厚（茨城県コンクリート製品協同組合青年部会） 

理  事  吉 澤 慎 一（茨城県中古自動車販売商工組合青年部会） 

理  事  益 子 敬 一（茨城県木材青壮年協会） 

理  事  川 野 耕 太（茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合青年部） 

 

・事務局出席職員職氏名（３名） 

事 務 局 次 長   高 安 道 雄 

団 体 支 援 課 長   新 名 勝 彦 

団体支援課主任   西野宮 貴昭 

 

 午後５時０５分、中央会 新名課長が司会者となり開催を宣し、齊藤会長 挨拶を行った後、本会会

則第１７条第２項の規定に基づき齊藤会長が議長となり直ちに議事審議に入った。 

 

４．審議事項 

（１）レクリェーション大会について（ＯＢとのゴルフ大会） 

 議長議案を上程し、事務局に資料説明を行わせた後、荒井事業担当副会長の進行により、本年度

担当青年部の担当役割、運営方法等について協議。以下の通りと決定した。 

・開 催 日   平成２５年１０月１２日（土） 



・開催場所   荒井事業担当副会長に一任。 

・定  員   ２８名（７組） 

・参 加 費   荒井事業担当副会長に一任。 

・役  割   開会式次第  武 井  厚（茨城県コンクリート製品協同組合青年部会） 

表彰式次第  益 子 敬 一（茨城県木材青壮年協会） 

その他、出席者の中から選定（原則、事業担当青年部の中から選定する）。 

 

（２）組合等青年部等研修事業について 

（３）知事との懇談会について 

 議長は議案の内容が関連しているので、議案（２）から議案（３）までを一括付議、一括上程す

る旨を述べ、呼子事業担当副会長の進行により、事務局に資料説明を行わせた後、これを議場に諮

りたるところ、満場異議なく下記の通り可決決定した。 

① 組合等青年部等研修事業 

・開 催 日 時   平成２５年１１月下旬予定 午後１時頃からを予定 

※知事秘書課との調整の後に決定。 

・開 催 場 所   ひたちなか市湊本町１１－４「春日ホテル」 

※ホテル旅館組合青年部からの提案 

・内 容   ①「消費税転嫁対策窓口相談等事業」（６０分～９０分） 

・全国中小企業団体中央会からの受託事業。 

・消費税の改正内容等について学ぶ。 

・講師謝金、旅費、会場費等は、全額補助。 

②基調講演 

・茨城県立歴史館の講師派遣事業を活用（３０分～６０分）。 

・テーマは、事務局に一任。 

・参 加 費   無  料 

 

② 知事との懇談会 

・開 催 日 時   平成２５年１１月下旬予定 午後６時頃を予定 

※ 知事秘書課との調整の後に決定。 

・開 催 場 所   ひたちなか市湊本町１１－４「春日ホテル」 

※ホテル旅館組合青年部からの提案 

・内 容   知事講話 

・参 加 費   正副会長に一任。 

・お 土 産   清酒（研醸会）、漬物（漬物組合） 

 

③ 研修会及び知事との懇談会に係る役割（司会） 

１）青年部研修会     日運茨城事業協同組合青年部 

２）改正消費税      茨城県電機商工組合青年部 

３）知事との懇談会    茨城県板金工業組合青年部 



（４）関ブロネットワークメールマガジンの発行について 

 議長議案を上程し、１都１０県で構成する関東甲信越静ブロック青年中央会が毎月発行している

メールマガジンについて、本県の当番月である１０月の記事提供者を決定したい旨を述べ、事務局

に資料説明を行わせた後、文道事業担当副会長欠席の為、齊藤会長の進行により、メールマガジン

担当者については、新三役、本年度の事業担当全青年部にお願いしたい旨の提案があり、これを議

場に諮りたるところ、満場一致で承認された。 

 よって、本年度の記事提供青年部は、次の通りと決定した。 

 なお、事務局より担当青年部には、後日、改めて文書依頼を行うことが補足された。 

・ 会 長  齊 藤 佳 昭（茨城県塗装工業組合青年部） 

・ 副会長  笹目 信次郎（茨城研醸会） 

・ 副会長  文 道 貴 徳（茨城県電気工事業工業組合青年部会） 

・ ＩＢＡ青年組織ＮＧＳ 

・ 日製水戸工業協同組合青年部 

・ 茨城県漬物工業協同組合青年部 

 

（５）産業大県づくりメールマガジンの送信にかかる協力について 

 議長議案を上程し、事務局をして去る７月２９日県商工労働部中小企業課より依頼のあった「産

業大県メールマガジン（県の施策等の情報）」の登録依頼等があった件につき、会員青年部に対す

る周知並びにメールアドレスの提供依頼を行いたき旨の説明せしめた後、齊藤会長より最低でも各

青年部の代表者１名以上の協力することが補足され、議長これを議場に諮りたる処、満場一致で当

該議案への協力が承認された。 

 

（６）その他 

事務局をして、本年度の事業進捗状況等について下記事項を報告させた。 

① 青年部研究会       ３青年部へ助成 

② 青年部研修会       今後の助成予定等 

③ 組合青年部の設立支援   ２青年部 

④ ホームページの更新状況  資料参照 

（http://www.ibarakiken.or.jp/seinen/katudou.html） 

 

 

 

 以上、全ての議案審議を終了し、午後６時１０分に閉会した。 

http://www.ibarakiken.or.jp/seinen/katudou.html

